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「江南市立布袋中学校 いじめ防止基本方針」 

 

 

 

１ はじめに 

  いじめ問題は、心豊かで安全・安心な社会をいかにしてつくるかという、学校を含め

た社会全体に関する国民的な課題であり、いじめ問題への対応は、学校における最重要

課題の１つである。江南市立布袋中学校いじめ防止基本方針は、本校におけるいじめ問

題を克服し、生徒の尊厳を保持する目的の下、いじめ防止対策推進法や江南市いじめ防

止基本方針等に基づき関係機関が相互に連携し、いじめの防止等のための対策を総合的

かつ効果的に推進するための基本方針を定めるものである。 

 

２ いじめの定義 

 「いじめ」とは、当該生徒に対して、当該生徒と一定の関係にある他の生徒が行う心

理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）で

あって、当該行為の対象となった生徒が心身に苦痛を感じているものをいう。 

 

３ いじめの基本認識 

いじめは、どの学校でも起こり得る問題であり、どの生徒もいじめの被害者にも加害

者にもなり得ることから、すべての生徒に関わる問題である。 

すべての生徒が安心して学校生活を送り、さまざまな教育活動の中で自らの力を伸ば

していくためには、いじめの防止等に取り組むとともに、いじめを生み出さない学校風

土をつくることが大切である。 

本校では、教育委員会、家庭、地域、警察、その他関係機関と連携して、「いじめをし

ない、させない、見逃さない」ための取組を積極的に展開し、生徒一人一人が大切にさ

れているという実感をもつとともに、互いに認め合える人間関係をつくり、集団の一員

としての自覚と自信を身に付けることができるよう努める。 

 

 

 

 

 

 

１ 策定の目的 

２ いじめの定義 

３ いじめの基本認識 

「江南市立布袋中学校 いじめ防止基本方針」 

・ いじめを生まない・許さない学校づくりを行う。 

・ 生徒をいじめから守り通し、いじめ解決に向けた行動を促す。 

・ 教員の問題発見力、組織的対応力の向上に努める。 

・ 保護者・地域・関係機関と連携して取り組む。 
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５ いじめの防止対策 

① 未然防止対策 

   生徒が、周囲の友人や教職員と信頼できる関係の中、安心・安全に学校生活を送る

ことができ、規律正しい態度で授業や行事に主体的に参加・活躍できるような体制づ

くり（授業づくり、集団づくり、学校づくり）を行っていく。体系的・計画的にＰＤ

ＣＡサイクルを実施することにより、取組の改善を図る。 

 

② 早期発見・早期対応対策 

ささいな兆候であっても、疑いをもって、早い段階から複数の教職員で的確に関わ

り、いじめを隠したり軽視したりすることなく、いじめを積極的に認知する。日頃か

らの生徒の見守りや信頼関係の構築等に努め、生徒が示す小さな変化や危険信号を見

逃さないようアンテナを高く保つとともに、教職員相互が積極的に児童の情報交換を

行い、情報を共有する。 

   情報を収集する具体的な手段は、以下のように示す。 

 

  ○ 情報の共有 

    生徒指導部会（生徒指導主事を中心に各学年の生徒指導担当者、養護教諭）、保健

相談部会（保健主事を中心に該当学年主任、該当学級担任、養護教諭、生徒支援担

当、スクールカウンセラー、心の教室相談員）を月１回開催する。それぞれの学年

でいじめや不登校を含める問題行動を集約し、全職員での情報共有を行う。 

 

  ○ 日々の観察 

    授業中や部活動、休み時間や放課後の生徒の何気ない雑談等にも目を配る。「生徒

たちがいるところには、職員がいる」という状況をつくり、生徒とともに過ごす機

会を積極的に設け、いじめ防止に心がける。 

 

  ○ 観察の視点 

    生徒たちは、小学校中学年以降からグループを形成し始める。発達の個人差も大

きくなるこの時期にいじめが発生しやすくなる。その発達時期をどのように過ごし

てきたかなどの情報を収集し、学級内にどのようなグループがあり、そのグループ

内の人間関係がどうであるかを把握し、また、気になる言動が見られた場合、グル

ープに対して適切な指導を行い、関係修復にあたる。 

 

４ いじめの防止対策 
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  ○ 教育相談 

    日常の生活の中で教員の声かけなど、生徒たちが日頃から気軽に相談できる環境

をつくる。そのためには、教員と生徒たちの信頼関係を形成することが大切である。 

    学期１回、全校生徒を対象とした学年職員との教育相談を実施する。 

 

  ○ 教育相談事前アンケート（含：いじめ実態調査） 

    アンケートを、全校一斉に記名式で毎学期実施する。教育相談時に学年職員から

確認するとともに、いじめの可能性がある内容については、個別懇談を重ね、迅速

に対応する。 

 

  ○ ＱＵアンケートの分析 

    クラスの生徒たちが、自分たちの学級をどう感じているのか、自分の教室内での

立ち位置をどう認識しているのか等を把握する。そして、そのクラスのまとまり具

合がどうなのか、支援の必要な生徒は誰か、などを分析する。さらに、この結果を

踏まえて、より団結したクラスをつくるにはどうしたらよいのか、支援が必要な生

徒に対しての対応方法を話し合う。 

 

③  ネット上のいじめ対策 

   インターネットによるいじめの危険性を十分に理解した上で、ネット上のトラブル

について最新の動向を把握し、情報モラルに関する教育活動の充実を図る。 

   ネット上のいじめを発見した場合は、書き込みや画像の削除等、迅速な対応を図る

とともに、人権被害や犯罪、法律違反など、事案によっては、警察等の専門的な機関

と連携して対応していく。 

   また、ＳＮＳの拡大により新たないじめが発生する恐れがあるため、教員、保護者、

地域で連携し、常に新しく発生する問題に関心をはらう。  

 

  ○ 関係機関と連携したネット上の書き込みや画像等への対応 

   書き込みや画像の削除、チェーンメールへの対応等、具体的な対応方法を生徒、保

護者に助言し、協力して取り組む。学校、保護者だけでは解決が困難な場合は、警察

等の専門機関と連携する。 

   被害の拡大を防ぐために、専門機関等に相談し、書き込み等の削除を迅速に行う。 
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○ 書き込み等の削除の参考手順 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 誹謗中傷を書くことは、いじ

めであり、決して許されること

ではない。 

・ 匿名で書き込むことはできる

が、書き込みを行った個人は、

必ず特定できる。 

・ 書き込みが悪質な場合は、犯

罪となり、警察に検挙される。 

書き込みの確認 

・ 掲示板のアドレスを記録する。 

・ 書き込みをプリントアウトする。 

・ プリントアウトできなければデジタルカ
メラなどで撮影し、記録を残す。 

掲示板の管理人に削除依頼 

Ⅱにより削除されない場合 
管理人の連絡が不明の場合 

Ⅰ 

掲示板のプロバイダーに削除依頼 

Ⅱ・Ⅲでも削除さ
れない場合 

削除依頼メールの再確認 

警察へ相談 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅳ 

削除確認 
生徒・保護者への連絡 

指導のポイント 
ネット上のいじめの発見 

生徒・保護者等からの相談 
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 ５いじめ対応の基本的な流れ 

   いじめの兆候を発見したときは、問題を軽視することなく、早期に適切な対応をする。

いじめられている生徒の苦痛を取り除くことを最優先に迅速な指導を行い、解決に向け

て一人で抱え込まず、学年及び学校全体で組織的に対応する。また、いじめの再発を防

止するため、日常的に取り組む実践的計画を立て、継続的に見守る必要がある。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめを認知した教職員は、その時に、その場で、いじめを止めるとともに、いじめ

にかかわる関係者に適切な指導を行う。あわせて、直ちに学級担任、学年主任、生徒指

導担当に連絡し、管理職に報告する。 

 

 

  ・誰が誰をいじめているのか？     【加害者と被害者の確認】 

・いつ、どこで起こったのか？       【時間と場所の確認】 

・どんな内容のいじめか？どんな被害をうけたのか？   【内容】 

・いじめのきっかけは何か？           【背景と要因】 

・いつ頃から、どのくらい続いているのか？       【期間】 

 

・誰が誰をいじめているのか？     【加害者と被害者の確認】 

・いつ、どこで起こったのか？       【時間と場所の確認】 

・どんな内容のいじめか？どんな被害を受けたのか？   【内容】 

・いじめのきっかけは何か？           【背景と要因】 

・いつ頃から、どのくらい続いているのか？       【期間】 

 

いじめ情報 

のキャッチ 

正確な実態把握 指導体制・方針決定 生徒への指導・支援 今後の対応 

保護者との連携 

・ 「いじめ対策委員会」を招集する。 
・ いじめられた生徒を全力で守る。 
・ 登下校、休み時間、清掃時間、放課後等見守る体制を整備する。 

・ 当事者双方、
周りの生徒か
ら聴き取り記
録する。 

・ 個々に聴き取
りを行う。 

・ 他のいじめが
ないか、把握す
る。 

・ 対応する教員
の役割分担をす
る。 

・ 全ての教員の
共通理解を図
る。 

・ 指導のねらい
を明確にする。 

・ 教育委員会と
連携を図る。 

・ いじめられた生徒を
保護し、心配や不安を
取り除く。 

・ いじめた生徒に、相
手の苦しみや痛みが
理解できる指導を十
分に行い「いじめは決
して許されない行為
である」という人権意
識をもたせる。 

・ 継続的に指
導や支援を行
う。 

・ ＳＣや心の
相談員とカウ
ンセリングを
行い、心のケ
アをする。 

・ 道徳で心の
教育の充実を
図る。 

・ 直接会って、今回の件について伝え、今後の指導
方法について話し合う。 

・ 今後も学校と協力していただくことを確認する。 

いじめを把握すべき情報例 

５ いじめの基本対応の流れ 
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７ いじめ問題に取り組む組織体制 

① 組織的対応の流れ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ いじめの事案の状況に応じて柔軟かつ適切に対応する。 

※ いじめの解消に向けての取組にあたっては、迅速な対応が大切であることから、

即 
 

日 
 

対 
 

応 

情報を得た教員 

担任・学年主任 

生徒指導主事 

教頭 校長 

いじめ対策委員会 

状況報告・共通理解 

調査方針・係分担 

調査 

事実関係の把握・報告 

いじめ解消に向けた指導 

解消後の継続指導・経過観察 

再発防止・未然防止活動 

保護者 

江南市教育委員会 

暴力・恐喝等 
犯罪行為 警察 

情報を得た教
職員・担任・学
年主任・生徒指
導担当・生徒指
導主事等が情報
収集や事実確認
をする。 

管理職に報告し、指導方針の決定をする。 

事案によっては、江南市教育
委員会・江南警察署に連絡する。 

双方の保護者に連絡し
来校していただく。 
事実確認を伝える。い

じめ解消にむけた指導を
行う。 

経過観察を継続的に行う。 

再発防止・未然防止活動に
取り組む。 

発
見 

情
報
収
集 

事
実
確
認 
方
針
決
定 

対
応 

経
過
観
察 

指導方針の決定 

６ いじめの問題に取り組む組織体制 

日常の観察・アンケート・教育相談・周りの生徒の訴え等の情報から発覚 
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いじめの情報が入ってから学校の方針決定に至るまでを、「いじめの情報を得たそ

の日のうちに対応すること」を基本とする。ただし、いじめが重大な場合やいじ

められた側といじめた側の意識にずれが生じている場合は、把握した状況をもと

に、十分に検討協議し慎重に対応する。 

 

② いじめに対する対応 

   ・ いじめに係る相談を受けた場合は、すみやかに事実の有無の確認を行う。 

・ いじめの事実が確認された場合は、いじめをやめさせ、その再発を防止するた

め、いじめを受けた生徒・保護者に対する支援と、いじめを行った生徒への指導

とその保護者への助言を継続的に行う。 

・ いじめを受けた生徒等が安心して教育を受けられるための必要があると認めら

れるときは、保護者と連携を図りながら、一定期間、別室等において学習を行わ

せる措置をとる。又は、加害生徒を別室等において学習を行わせる措置をとる。 

・ 犯罪行為として取り扱われるいじめについては、江南市教育委員会及び江南警

察署等と連携して対処する。 

 

③ 重大事案に対する対応 

    生命・心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや、相当の期間学校を欠席するこ

とを余儀なくされている疑いがある場合は、次の対処を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大事態の発生 

教育委員会に報告 

調査委組織の設置 

事実関係の調査 

生徒・保護者に情報を提供 

調査結果を教育委員会に報告 

調査結果を踏まえた必要な処置 

重大事態が発生した旨を、江南市教育委員会
に速やかに報告する。 

調査結果を踏まえ、再発防止に向けた取組を
検討し、実施する。 
再発防止に向けた取組の検証を行う。 

教育委員会と協議の上、当該事案に対処する
組織を設置する。 

調査組織を中心として、事実関係を明確にす
るための調査を実施する。 

調査結果については、いじめを受けた生徒・
保護者に対し、事実関係その他の必要な情報を
適切に提供する。 



- 8 - 

 

８ 年間いじめ防止計画 

 

 
いじめ・不登校に対

する取組 

未然防止の取組 早期発見の取組 保護者・地域との連携 

４
月 

・ 学校いじめ防止

基本方針の確認 

 

・ 学級・学年開き 

・ 相談室やＳＣの生

徒、保護者への周知 

・ 相談窓口の生徒、

保護者への周知 

・ 身体測定 

・ ＰＴＡ総会、学年懇談

会での「学校いじめ防止

基本方針」の説明 

・ 学校運営協議会 

５
月 

・ ＱＵアンケート

の実施 

・ サイバー犯罪対策

講演会 

・ 教育相談週間 

 

・ ＰＴＡ役員会・委員会 

６
月 

・ いじめ不登校対

策委員会 

・ ＱＵアンケート

の分析 

  ・ 学校運営協議会 

７
月 

 ・ 学校保健安全 

委員会 

・ 保護者会 

 ・ ＰＴＡ役員会・委員会 

 

９
月 

 ・ 学校保健安全安全

委員会 

・ 教育講演会 

・ 薬物乱用防止教室 

 ・ 学校運営協議会 

10

月 

・ ＱＵアンケート

の実施 

   

11

月 

・ いじめ不登校対

策委員会 

・ ＱＵアンケート

の分析 

 ・ 教育相談週間 

 

・ ＰＴＡ役員会・委員会 

12

月 

 ・ 保護者会  ・ 学校運営協議会 

１
月 

   ・ 学校評価アンケート 

・ ＰＴＡ役員会・委員会 

２
月 

・ いじめ不登校対

策委員会 

 

 ・ 教育相談週間 

 

 

３
月 

・ 学校評価アンケ

ートの検証 

  ・ 学校運営協議会 

通
年 

・ 生徒指導部会 

 （月に１度実施） 

・ 保健相談部会 

 （月に１度実施） 

・ 授業、行事を通して

の人間関係づくり 

・ 朝礼時の校長と生

徒指導主事の講話 

・ 職員研修 

・ 健康観察の実施 

・ ＳＣによる相談 

・ 生活ノートの活

用 

・ 親の会（月に１度） 

・ あいさつ運動 

 （月に１度） 

  

７ いじめ防止の年間計画 


